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来
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外
国
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来
日
外
国
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犯
罪
の
特
色

　
1
　
定
住
外
国
人
か
ら
の
来
日
外
国
人
へ
の
シ
フ
ト

　
2
　
外
国
人
入
国
者
、
外
国
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登
録
者
数
の
増
加
－
　
平
成
元
年
入
管
法
改
正

　
　
（
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）
日
系
人
入
国
者
の
増
大

　
　
（
2
）
就
労
目
的
、
就
学
・
研
修
資
格
で
の
入
国
者
の
増
大
　
－
事
実
上
の
単
純
労
働
者
の
受
入
れ

三
　
不
法
残
留
と
外
国
人
犯
罪

　
1
　
外
国
人
犯
罪
と
特
別
刑
法
犯
　
－
　
入
管
法
違
反

　
2
　
刑
法
犯
に
お
け
る
来
日
外
国
人
犯
罪
の
特
色

　
　
（
1
）
刑
法
犯
・
犯
罪
類
型
に
よ
る
特
色

　
　
（
2
）
刑
法
犯
・
国
籍
別
の
特
色
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3
　
在
留
資
格
に
よ
る
特
色

　
　
（
1
）
在
留
資
格
の
有
無
と
罪
種
別
検
挙
人
員

　
　
（
2
）
在
留
資
格
の
種
類
に
よ
る
特
色

四
　
平
成
一
六
年
入
管
法
改
正
と
そ
の
影
響

　
1
　
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
」
と
入
管
法
改
正

　
2
　
不
法
滞
在
者
対
策
と
し
て
の
法
改
正

　
3
　
不
法
滞
在
者
の
減
少
と
刑
法
犯
の
減
少

五
　
ま
と
め
に
か
え
て

一
　
問
題
の
所
在
－
来
日
外
国
人
犯
罪
の
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
二
〇
〇
六
年
の
来
日
外
国
人
犯
罪
罪
の
検
挙
件
数
は
、
刑
法
犯
二
七
、
四
五
三
件
、
特
別
刑
法
犯
＝
一
、
六
七
五
件
、
合
計
四
〇
、

一
二
八
件
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
に
過
去
最
悪
の
検
挙
件
数
で
あ
る
刑
法
犯
三
三
、
〇
三
七
七
件
、
特
別
刑
法
犯
一
四
、
八
二
八

件
、
合
計
四
七
、
八
六
五
件
を
記
録
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
減
少
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
上
半
期
の
検
挙

件
数
に
つ
い
て
み
る
と
・
二
〇
。
六
年
同
期
と
比
較
し
・
八
山
％
の
減
少
が
見
ら
れ
・
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
馳
・

　
こ
の
減
少
の
流
れ
は
、
検
挙
人
員
に
つ
い
て
は
既
に
二
〇
〇
五
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
の
検
挙
人
員
は
、
刑
法
犯
・

特
別
刑
法
犯
の
合
計
で
二
一
、
八
四
二
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
同
じ
く
二
一
、
一
七
八
人
と
減
少
に
転
じ
、
さ
ら

に
二
〇
〇
六
年
に
は
一
八
、
八
七
二
人
に
減
少
し
て
い
る
（
図
1
参
照
）
。
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四
四

　
そ
の
原
因
と
し
て
、
ま
ず
、
検
挙
率
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
う
る
が
、
検
挙
率
（
刑
法
犯
全
体
）
は
二
〇
〇
二
年
以
降
上
昇
に
転

じ
て
お
り
、
検
挙
率
の
低
下
に
よ
り
検
挙
件
数
・
人
員
が
減
少
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
図
2
参
照
）
。

　
ま
た
、
全
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
二
〇
〇
二
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
我
が
国
全
体
と
し
て
犯
罪
減
少
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
。
全
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年
は
前
年
比
二
・
七
％
の
減
少
、
二
〇
〇
六
年
は
前
年
比
一
・
四
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
参
照
）
。

　
し
か
し
、
特
に
二
〇
〇
六
年
以
降
の
来
日
外
国
人
犯
罪
の
減
少
率
は
こ
れ
を
遙
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
は
前
年
と
比
較

し
、
検
挙
件
数
で
一
六
・
二
％
、
検
挙
人
員
で
一
〇
・
九
％
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
上
半
期
は
前
年
同
期
と
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
検
挙
件
数
で
一
二
・
六
％
、
検
挙
人
員
で
二
二
・
一
％
減
少
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

轍
　
…
…
…

掴
　
…
　
…
　
…
　
…

人
　
　
　
一
　
　
一
　
　
一

国
　
　
　
　
…
　
　
…
　
　
…

トタ
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
…
　
　
　
…

ヨ
図
　
　
　
…
　
　
…
　
…
　
…

5
　
　
　
る
。

細2
　
　
　
し
か
も
、
こ
の
間
、
外
国
人
の
入
国
者
数
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四

〇〇92
@
　
年
の
入
国
者
は
約
六
七
六
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
五
年
は
約
七
四
五
万

99

1
　
　
人
、
二
〇
〇
六
年
は
約
八
二
万
が
入
国
し
て
い
る
（
図
3
参
照
）
。
入
国
す
る
外

9619

@
　
国
人
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
日
外
国
人
犯
罪
は
減
少
し
て
い
る
の

9319

@
　
で
あ
る
。

む

佃
　
　
　
本
稿
の
目
的
は
、
近
年
の
来
日
外
国
人
犯
罪
の
減
少
の
実
態
と
、
そ
の
要
因
を
探

フ98

@
　
る
こ
と
に
あ
る
。
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（
1
㌣
来
日
外
国
人
犯
罪
と
は
、
も
と
も
と
は
警
察
庁
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
用
語



　
　
で
、
我
が
国
に
在
住
す
る
外
国
人
か
ら
、
定
着
居
住
者
（
永
住
者
等
）
、
在
日
米
軍
関
係
者
及
び
在
留
資
格
不
明
の
者
を
除
い
た
者
を
い
う

　
　
（
警
察
庁
『
平
成
一
七
年
の
犯
罪
』
（
二
〇
〇
六
年
）
五
一
九
頁
）
。

（
2
）
　
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
（
平
成
一
九
年
上
半
期
）
』
参
照
。

一一

?
匇
O
国
人
犯
罪
の
特
色

1
　
定
住
外
国
人
か
ら
来
日
外
国
人
へ
の
シ
フ
ト

　
わ
が
国
の
外
国
人
犯
罪
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
質
的
に
大
き
く
変
化
し
た
。
戦
後
一
貫
し
て
外
国
人
犯
罪
数
は
減
少
し
て
き
た

が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
増
加
に
転
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
原
因
が
、
「
来
日
外
国
人
」
を
主
体
と
す
る
犯
罪
の

増
加
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
従
来
の
外
国
人
犯
罪
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
定
住
外
国
人
（
特
別
永
住
者
等
）
を
主
体
と
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
っ
た

（
図
4
参
照
）
。
し
か
し
、
平
成
に
入
っ
た
頃
か
ら
来
日
外
国
人
の
検
挙
件
数
が
急
激
に
増
大
し
、
一
九
九
三
年
に
は
来
日
外
国
人
の
検

挙
件
数
が
定
住
外
国
人
の
そ
れ
を
上
回
る
。
そ
の
後
、
定
住
外
国
人
の
検
挙
件
数
が
例
年
約
一
万
件
程
度
で
横
ば
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と
南
米
諸
国
と
の
賃
金
格
差
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
で
「
定
住
者
」
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と
し
て
就
労
し
よ
う
と
す
る
日
系
南
米
人
が
急
増
し
た
。
こ
の
入
管
政
策
の
変
更
こ
そ
が
、
こ
の
時
期
に
外
国
人
登
録
者
数
が
急
増
し

た
主
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
図
7
参
照
。
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九
九
一
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統
計
数
字
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
以
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、
図
1
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1
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、
1
2
も
同
様
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。
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あ
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よ
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あ
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「
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よ
う
な
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掴
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事
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等
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よ
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⊥
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＋
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国
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就
労
目
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就
学
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修
資
格
で
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入
国
者
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増
大
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実
上
の
単
純
労
働
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の
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入
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平
成
元
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、
就
労
目
的
の
在
留
資
格
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。
従
来
か
ら
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め
ら
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て
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「
投
資
・
経
営
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1
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1
4
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資
格
に
加
え
、
「
法
律
・
会
計
業
務
」
、
「
医
療
」
、
「
研
究
」
、
「
教
育
」
、
「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
、
「
企
業
内
転
勤
」
が
追
加
さ
れ
、

「
技
術
」
、
「
興
行
」
、
「
技
能
」
に
つ
い
て
も
内
容
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
就
労
目
的
の
入
国
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
（
図
1
0

（
1
5
）

参
照
）
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来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
四
九
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よ
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格
外
舌
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と
し
て

る
た
め
、
実
際
に
は
就
労
目
的
で
の
資
格
取
得
も
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
平
成
元
年
の
改
正
に
よ
り
、
「
留
学
」
に

加
え
て
新
た
に
「
就
学
」
資
格
が
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
「
研
修
」
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
年
の
法
務
省
告
示
に
よ
り
、
大
幅
な
要
件
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

緩
和
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
就
学
」
は
、
「
高
等
学
校
、
盲
学
校
・
聾
学
校
・
養
護
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
資
格
で
あ
る
。
大
学
相
当
の
教
育
機
関
で
の
教
育
を
受
け
る
活
動
を
内
容
と
す
る
「
留
学
」
と
は
異
な
り
、
高
等
学
校
相
当
の
教
育

…
機
関
で
の
教
育
を
受
け
る
活
動
を
内
容
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
日
本
語
学
校
」
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
活
動
を
目
的
と
し
て
入
学
す

る
者
は
、
「
就
学
」
の
在
留
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
以
降
「
就
学
生
」
が
減
少
し
て
い
る
が
（
図
1
1
）
、
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8
0
　
6
0
　
4
0
　
2
0
　
　
　
　
て
か
ら
は
ほ
ぼ
同
数
で
推
移
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
九
年
に
四
万
人
を

ヨ

鋤
　
　
こ
れ
は
、
平
成
一
五
年
一
一
月
か
ら
、
留
学
生
及
び
就
学
生
の
勉
学
意
思
．
能
力

03

@
　
や
経
費
支
弁
能
力
の
有
無
等
、
許
可
要
件
に
適
合
す
る
か
否
か
の
審
査
を
実
施
し

20
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
就
学
生
の
数
は
こ
の
よ
う
に
入
国
審
査
を
厳
格

0120

@
　
に
す
る
か
否
か
で
容
易
に
変
化
す
る
。
過
去
に
も
平
成
一
一
年
一
二
月
に
、
留
学

99

@
　
生
・
就
学
生
の
申
請
者
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
提
出
書
類
の
大
幅
な
削
減
等

　
　
の
手
続
簡
素
化
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
就
学
生
の
数
が
増
加
し
て

　9
　
　
　
（
2
0
）

　
　
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
一
五
年
の
審
査
方
針
の
転
換
に
よ
り
、
再
度
減
少
し
て
い

　
9
　
　
る
の
で
あ
る
（
図
1
1
参
照
）
。
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「
留
学
生
」
に
は
週
二
八
時
間
、
「
就
学
生
」
に
は
一
日
四
時
間
の
範
囲
内
で
資

o
　
　
格
外
活
動
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
者
は
、
一

99
1
　
九
九
〇
年
こ
よ
一
〇
、
九
三
五
名
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
こ
一
二
万
人
を
超
え

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
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八
－
二
）
　
　
五
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し
、
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四
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に
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四
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（
2
）

㎜
　
　
「
留
学
生
受
入
れ
一
〇
万
人
計
画
」
に
基
づ
い
て
積
極
的
な
留
学
生
・
就
学
生
の

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

卿
　
　
受
入
れ
を
実
施
し
て
き
た
副
産
物
で
あ
る
（
図
1
1
参
照
）
。

㎜
　
　
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
資
格
外
活
動
」
は
実
質
的
に
は
単
純
労
働
へ
の
就
労
を

99

@
　
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
専
ら
就
労
を
目
的
と
す
る
者
が
就
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
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@
　
を
装
っ
て
入
国
」
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
や
、
「
留
学
が
実
質
的
な
就
労
目
的
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
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@
　
名
目
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
も
多
い
。
さ
ら
に
は
、
留
学
・
就
学
資
格
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
3
　
　
ら
の
不
法
残
留
者
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
（
後
述
四
2
図
2
7
）
。
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佃
　
　
　
ま
た
、
「
研
修
」
の
在
留
資
格
に
つ
い
て
も
、
大
幅
な
緩
和
が
認
め
ら
れ
た
。
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o
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o

図
鋤
　
蜘
　
伽
　
鋤
　
㎜
　
伽
　
　
　
　
　
従
来
は
、
従
業
員
二
〇
名
以
下
の
企
業
に
お
い
て
は
外
国
人
研
修
生
の
受
入
れ
が

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
二
年
法
務
省
告
示
二
四
六
、
二
四
七

号
に
よ
り
、
従
業
員
五
〇
名
以
下
の
企
業
に
お
い
て
も
三
名
ま
で
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

生
の
経
験
年
数
な
ど
の
要
件
や
、
実
務
研
修
期
間
の
緩
和
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

「
研
修
」
の
在
留
資
格
は
、
「
本
邦
の
公
私
の
機
関
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
行
う
技
術
、
技
能
又
は
知
識
の
修
得
を
す
る
活
動
」
が

認
め
ら
れ
る
資
格
で
あ
り
（
入
管
法
別
表
第
一
－
四
）
、
「
就
労
」
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
研
修
」
期
間
（
通
常
一
年
）

の
原
則
と
し
て
三
分
の
一
の
期
間
を
非
実
務
研
修
（
工
場
見
学
、
語
学
研
修
な
ど
）
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外

の
期
間
は
「
実
務
研
修
」
と
し
て
事
実
上
工
場
な
ど
の
現
場
で
働
く
こ
と
と
な
り
、
実
質
的
に
は
就
労
と
異
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
研
修
」
で
あ
り
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
事
実
上
の
安
価
な
労
働
力
と
し
て
機
能
し
て



　
　
　
　
　
　
　
（
2
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い
る
側
面
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
研
修
生
の
失
踪
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
も
、
こ
の
制
度
の
問
題
性
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
、
研
修
生
が
事
実
上
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
技
能
実
習
制
度
」
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
研
修
に
よ
り
一
定
水
準
以
上
の
技
術
等
を
修
得
し
て
い
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
研
修
終
了
後
、
研
修
を
受
け
た
機
関

（
企
業
）
と
同
じ
機
関
に
お
い
て
、
新
た
に
雇
用
契
約
を
結
び
、
研
修
で
修
得
し
た
技
術
等
を
よ
り
実
践
的
に
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
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2
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こ
と
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
技
能
実
習
制
度
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、
原
則
と
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0
4
　
　
　
近
年
の
外
国
人
労
働
者
数
を
示
し
た
の
が
図
1
4
で
あ
る
。
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就
労
目
的
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と
は
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興
行
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時
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分
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国
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受
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労
働
者
の
増
加
に
寄
与
し
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き
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で
あ
る
。
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き
憲
欝
　
　
　
剤
国
人
の
、
つ
ち
、
呈
で
就
労
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
外
国
人
を
指
文

麓
㌫
璽
）
）
　
醐
　
図
U
か
ら
は
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加
が
、
蓼
目
的
外
国
人
の
み
な
ら
ず

里
皿
目
口
灘
㎜
蹴
隠
日
系
人
等
さ
ら
に
び
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

眸
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
る
。
我
が
国
が
採
っ
た
、
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
、
日
系
人
受
入
れ
政
策
が
外
国

数者働労

鍬

前
述
の
よ
う
に
、
来
日
外
国
人
犯
罪
が
定
住
外
国
人
犯
罪
を
上
回
っ
た
転
換
点

掴
陶
懲
　

計
　
　
　
国
を
認
め
る
政
策
転
換
を
図
っ
た
の
が
そ
の
直
前
竺
九
九
三
平
成
元
）
年

剛
　
叢
灘
　
　
　
卿
に
な
さ
れ
た
入
管
法
改
正
で
あ
っ
た
．
套
・
外
国
人
数
が
増
加
す
れ
ば
、
単
純
に

　
　
　
　
　
．
難
辮
繍
灘
難
…
灘
羅
　
　
　
　
　
β
　
　
数
が
増
え
る
こ
と
だ
け
を
理
由
に
し
て
も
、
外
国
人
犯
罪
が
増
加
す
る
の
は
当
然

　　

@
㌶
　
　
酬
　
　
　
で
あ
る
・
奮
外
国
人
犯
罪
は
入
管
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
側
面

　
　
　
　
不
　
　
　
　
　
品

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
但
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

人
　
　
当
　
ー
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
一
九
九
三
年
で
あ
っ
た
が
、
日
系
人
、
留
学
生
．
就
学
生
に
対
し
て
幅
広
く
入

（
1
）
　
い
わ
ゆ
る
定
住
外
国
人
は
、
主
と
し
て
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
等
の
特
別
永
住
者
等
を
指
す
。
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
在

　
　
日
韓
国
．
朝
鮮
人
が
外
国
人
登
録
者
数
の
約
九
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
一
七
年
の
段
階
で
は
約
四
五
万
人
（
全
登
録
者
数
の

　
　
二
二
．
五
％
）
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
な
お
、
後
述
（
二
2
ω
）
の
在
留
資
格
と
し
て
の
「
定
住
者
」
は
こ
こ
に
い
う
「
定
住
外
国
人
」

　
と
は
異
な
り
、
主
と
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
入
国
し
た
日
系
人
を
中
心
と
し
た
人
々
で
、
図
4
で
は
「
来
日
外
国
人
」
に
含
ま
れ
る
。

（
2
）
改
正
案
は
、
平
成
元
年
一
二
月
八
日
成
立
、
同
月
一
五
日
公
布
、
平
成
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

（
3
）
　
一
九
八
八
年
に
は
一
四
、
三
一
四
人
が
不
法
就
労
を
理
由
に
退
去
強
制
処
分
と
な
っ
て
お
り
、
五
年
前
の
約
六
倍
に
達
し
て
い
た
。
山
崎



　
　
哲
夫
「
改
正
『
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
』
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
＝
頁
参
照
。
ま
た
、
労
働
力
市
場
の
潜
在

　
　
的
な
需
要
に
よ
っ
て
不
法
残
留
者
問
題
が
深
刻
化
し
た
点
に
つ
い
て
、
張
荊
『
来
日
外
国
人
犯
罪
』
（
二
〇
〇
三
年
）
四
七
頁
参
照
。

（
4
）
　
山
崎
・
前
掲
注
（
3
）
＝
二
頁
。

（
5
）
　
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
四
年
版
）
』
（
一
九
九
三
年
）
二
頁
以
下
。

（
6
）
　
法
務
省
・
前
掲
（
注
5
）
七
〇
頁
。

（
7
）
　
「
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
の
基
本
的
考
え
方
」
（
「
第
九
次
雇
用
対
策
基
本
計
画
」
平
成
一
一
年
八
月
閣
議
決
定
）
で
は
、
「
専
門
的
、
技
術

　
　
的
分
野
の
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
活
性
化
や
一
層
の
国
際
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
受
入
れ
を
よ
り
積
極
的
に

　
　
推
進
」
す
る
と
し
つ
つ
、
「
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
経
済
社
会
と
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
予

　
　
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
踏
ま
え
つ
つ
、
十
分
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
8
）
　
平
成
元
年
改
正
で
は
、
従
来
一
八
種
類
で
あ
っ
た
在
留
資
格
に
、
新
た
に
、
「
法
律
・
会
計
業
得
」
、
「
医
療
」
、
「
研
究
」
、
「
教
育
」
、
「
人
文

　
　
知
識
・
国
際
業
務
」
、
「
企
業
内
転
勤
」
、
「
文
化
活
動
」
、
「
就
学
」
、
「
永
住
者
の
配
偶
者
等
」
、
「
定
住
者
」
を
加
え
た
（
同
法
別
表
第
一
、
第

　
　
二
）
。

（
9
）
　
入
管
法
別
表
第
二
は
、
「
法
務
大
臣
が
特
別
な
理
由
を
考
慮
し
一
定
の
在
留
資
格
を
指
定
し
て
居
住
を
認
め
る
者
」
を
「
定
住
者
」
と
し
て

　
　
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
法
務
省
告
示
台
一
三
二
号
（
定
住
者
告
示
）
は
、
難
民
条
約
に
該
当
す
る
難
民
等
の
他
、
日
本
人
の
子
（
日
系

　
　
二
世
、
日
本
人
の
子
の
子
（
日
系
三
世
）
を
定
住
者
と
す
る
と
し
て
い
る
。

（
1
0
）
　
法
務
省
入
国
管
理
局
統
計
に
よ
り
作
成
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
か
ら
は
、
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
資
格
で
入
国
す
る
者
も
多
数
に
上
る

　
　
（
『
出
入
国
管
理
（
平
成
四
年
版
）
』
七
〇
頁
参
照
）
。

（
1
1
）
　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
援
護
」
に
よ
り
作
成
。

（
1
2
）
　
日
系
人
の
受
入
と
、
平
成
元
年
の
入
管
法
改
正
の
関
係
に
つ
い
て
、
坂
中
英
徳
『
入
管
戦
記
』
（
二
〇
〇
五
年
）
九
八
頁
以
下
参
照
。

（
1
3
）
　
具
体
的
に
は
、
人
文
科
学
分
野
の
知
識
を
有
す
る
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
の
う
ち
で
教
授
や
教
育
資
格
と
は
異
な
る
も
の
や
、

　
　
翻
訳
、
通
訳
、
広
報
、
海
外
取
引
業
務
、
デ
ザ
イ
ン
、
商
品
開
発
等
の
従
事
者
が
含
ま
れ
る
。
手
塚
和
彰
『
外
国
人
と
法
（
第
三
版
）
』
（
二

　
　
〇
〇
五
年
）
四
九
頁
。

（
1
4
）
　
外
国
に
あ
る
日
本
企
業
の
子
会
社
等
か
ら
、
日
本
国
内
の
本
店
等
に
転
勤
す
る
場
合
な
ど
を
指
す
。
手
塚
．
前
掲
注
（
1
3
）
七
五
頁
。

（
1
5
）
　
法
務
省
入
国
管
理
局
統
計
に
よ
り
作
成
。

（
6
1
）
　
「
興
行
」
に
よ
る
入
国
者
の
中
に
は
、
ホ
ス
テ
ス
等
の
単
純
労
働
に
不
法
就
労
し
て
い
る
者
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
人
身
取

　
　
引
の
被
害
者
に
な
る
者
も
出
る
な
ど
、
「
興
行
」
の
在
留
資
格
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
9
法
務
省
は
、
平
成
一
七
年
二
月
か
ら
「
興

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
五
五



五
六

　
　
行
」
の
基
準
を
厳
格
化
し
、
さ
ら
に
平
成
一
八
年
三
月
に
は
、
外
国
人
芸
能
人
と
興
行
契
約
を
締
結
す
る
者
に
つ
い
て
の
基
準
の
厳
格
化
を

　
　
図
っ
た
。
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
八
年
版
ご
九
七
頁
参
照
。
そ
の
結
果
、
興
行
に
よ
る
入
国
者
は
、
平
成
一
七
年

　
　
に
減
少
に
転
じ
た
。
特
に
、
「
興
行
」
資
格
で
入
国
し
、
実
際
に
は
ホ
ス
テ
ス
等
に
従
事
し
て
い
る
者
が
多
い
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
た

　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
入
国
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
成
一
六
年
と
一
七
年
を
比
較
し
、
「
興
行
」
資
格
に
よ
り
入
国
し
た
同
国
人
の
登
録
者
数

　
　
は
、
五
〇
、
六
九
一
人
か
ら
二
三
、
六
四
三
人
へ
と
半
減
し
た
（
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
八
年
版
）
』
一
九
一
頁
。
さ
ら
に
、
後
述
四
2
参

　
　
照
。

（
1
7
）
手
塚
．
前
掲
注
（
1
3
）
五
七
頁
。
「
首
都
東
京
に
お
け
る
不
法
滞
在
外
国
人
対
策
の
強
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
。

　
　
法
務
省
入
管
局
、
東
京
入
管
局
、
東
京
都
、
警
視
庁
が
共
同
し
た
策
定
し
た
も
の
）
は
、
「
留
学
・
就
学
、
研
修
、
興
行
、
日
本
人
の
配
偶
者

　
　
等
の
資
格
で
入
国
す
る
者
の
中
に
は
、
在
留
資
格
は
名
目
の
み
で
、
当
初
か
ら
不
法
就
労
を
目
的
と
し
て
い
る
者
が
数
多
く
存
在
し
て
」
い

　
　
る
と
し
て
い
る
（
算
膏
＼
＼
司
綱
ξ
目
o
］
°
σ
q
o
絃
＼
勺
勾
団
白
り
o
り
＼
O
ω
」
O
」
『
‘
ド
宮
巨
）
。

（
1
8
）
受
入
枠
を
緩
和
し
、
特
に
常
勤
従
業
員
五
〇
名
未
満
の
企
業
に
も
研
修
生
の
受
入
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
方
で
平
成
元

　
　
年
改
正
で
は
、
新
た
に
「
不
法
就
労
助
長
罪
」
（
入
管
法
七
三
条
の
二
）
が
新
設
さ
れ
た
。

（
1
9
）
　
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
七
年
版
）
』
三
七
頁
。

（
2
0
）
　
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
八
年
版
）
』
一
一
九
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
昭
和
五
八
年
六
月
の
中
曽
根
康
弘
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
の
指
示
に
基
づ
き
、
昭
和
五
八
年
八
月
の
「
二
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
に

　
　
関
す
る
提
言
」
（
文
部
省
・
二
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
懇
談
会
）
、
及
び
昭
和
五
九
年
六
月
の
「
二
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
の
展
開
に
つ

　
　
い
て
」
（
文
部
省
・
留
学
生
問
題
調
査
・
研
究
に
関
す
る
協
力
者
）
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。

（
2
2
）
　
山
崎
隆
志
「
外
国
人
労
働
者
の
就
労
二
雇
用
・
社
会
保
障
の
現
状
と
課
題
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
国
会
図
書
館
）
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
一

　
　
頁
参
照
。

（
2
3
）
　
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
八
年
度
版
）
』
一
一
九
頁
。

（
2
4
）
　
手
塚
・
前
掲
注
（
1
3
）
五
七
頁
。
さ
ら
に
、
前
掲
注
（
η
）
参
照
。
、

（
2
5
）
　
手
塚
・
前
掲
注
（
1
3
）
七
一
～
七
二
頁
参
照
。

（
6
2
）
　
研
修
手
当
と
し
て
六
万
円
（
月
）
が
支
払
わ
れ
る
が
、
報
酬
と
は
い
え
な
い
額
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
『
外
国
人
労
働
者
問
題
』
（
平
成
一

　
　
七
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
2
7
）
平
成
一
七
年
に
一
、
〇
六
三
人
、
一
八
年
に
一
、
一
七
八
人
の
失
踪
事
件
が
発
生
し
て
い
る
（
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況

　
　
（
平
成
一
八
年
）
』
参
照
）
。



（
2
8
）
　
手
塚
・
前
掲
注
（
1
3
）
七
五
頁
参
照
。

（
2
9
）
　
厚
生
労
働
省
『
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
（
平
成
一
べ
年
度
）
』
に
よ
る
と
、
外
国
人
雇
用
者
（
直
接
雇
用
・
間
接
雇
用
の
合
計
）
の
六
九
・
八

　
　
％
（
二
三
九
、
五
七
〇
人
）
が
製
造
業
に
従
事
し
て
お
り
、
次
に
多
い
教
育
・
学
習
支
援
業
の
五
・
一
％
（
一
七
、
六
五
一
人
）
を
大
き
く

　
　
引
き
離
し
て
い
る
。

（
3
0
）
　
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
「
特
集
・
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
現
状
」
『
日
本
労
働
年
鑑
第
六
四
集
（
一
九
九
四
年
版
）
』

　
　
第
二
章
参
照
。
研
修
生
が
単
純
労
働
に
就
労
す
る
隠
れ
蓑
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
張
・
前
掲
注
（
3
）
四
八
頁
）
。
技
能
実
習
生

　
　
に
は
、
研
修
生
よ
り
も
多
い
月
額
一
二
万
円
が
支
払
わ
れ
る
が
、
通
常
の
給
与
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
（
経
済
産
業
省
・
前
掲
注
（
2
6
）
参

　
　
照
。

（
1
3
）
　
平
成
一
六
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
、
「
不
法
就
労
等
外
国
人
対
策
に
つ
い
て
」
（
警
察
庁
・
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
）
の
資
料
に
よ
り
作
成
。

（
3
2
）
　
こ
の
う
ち
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
就
労
し
て
い
る
者
の
数
、
日
系
人
等
の
労
働
者
数
は
厚
生
労
働
省
が
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

　
　
た
、
「
不
法
入
国
」
は
、
入
管
法
違
反
事
件
と
し
て
退
去
強
制
さ
れ
た
者
の
数
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。
不
法
入
国
者
で
当
局
に
把
握
さ
れ
て
い

　
　
な
い
数
は
相
当
数
に
上
る
は
ず
で
あ
る
し
、
ま
た
、
資
格
外
就
労
に
つ
い
て
も
統
計
上
の
数
字
が
な
い
た
め
に
不
明
で
あ
る
。

三
　
不
法
残
留
と
外
国
人
犯
罪

1
　
外
国
人
犯
罪
と
特
別
刑
法
犯
－
　
入
管
法
違
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
の
来
日
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
は
、
図
1
5
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
冒
頭
（
図
1
）
で
示
し
た
よ
う
に
、

二
〇
〇
五
年
に
過
去
最
悪
の
検
挙
件
数
で
あ
る
刑
法
犯
三
三
、
〇
三
七
七
件
、
特
別
刑
法
犯
一
四
、
八
二
八
件
、
合
計
四
七
、
入
六
五

件
を
記
録
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
減
少
に
転
じ
、
二
〇
〇
七
年
上
半
期
に
つ
い
て
も
、
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。

　
検
挙
人
員
で
は
特
別
刑
法
犯
が
刑
法
犯
を
上
回
る
が
、
特
別
刑
法
犯
の
八
四
・
一
％
（
八
、
六
九
〇
人
）
を
入
管
法
違
反
が
占
め

る
。
入
管
法
違
反
事
件
の
内
訳
は
、
二
〇
〇
六
年
の
検
挙
件
数
で
見
る
と
、
不
法
残
留
（
五
、
八
＝
一
件
）
が
全
検
挙
件
数
（
一
〇
、

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
五
七
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O

　
4
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0
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
〇
〇
件
）
の
五
七
・
五
％
を
占
め
る
（
図
1
6
参
照
）
。
次
い
で
多
い
の
が
、
密
入
国
や
偽
造
旅
券
に
よ
り
入
国
し
、
そ
の
ま
ま
滞
在

　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
て
い
る
不
法
在
留
で
あ
る
（
図
1
6
参
照
）
。

　
不
法
残
留
や
不
法
在
留
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
入
管
法
違
反
の
犯
罪
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ
の
他
の
刑
法
上
の
犯
罪
を
犯
す

割
合
が
高
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
（
後
述
二
3
ω
）
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
を
境
に
不
法
残
留
が
、
二
〇
〇
五
（
平

成
一
七
）
年
を
境
に
不
法
在
留
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
に
転
じ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
図
1
7
）
。
こ
の
減
少
は
、
平
成
一
六
年
の
入
管
法



員
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一

数
勤
鍬
　
…
　
…
　
…

留
挙
疫
　
…
　
一

者
人
検
　
…
　
…

留
去
留
留
…
　
…
　
…

曳
・
）
　
　
残
　
在
一

湖
管
　
稚
竺
　
　
…

否
伏
　
　
…
　
一
　
…

7
　
＝
…

図
　
　
0
人
　
0
　
　
0
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
が
影
響
し
て
い
る
と
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え
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れ
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後
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四
）
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し

晒
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員
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㎜
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不
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田
．
不
法
在
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述
四
2
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な
お
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入
管
法
違
反
事
件

oo
2
　
　
　
に
関
し
て
は
、
入
管
法
六
五

㎜
　
　
　
条
に
基
づ
き
、
警
察
官
が
逮
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o
o
　
　
　
捕
し
た
後
、
送
検
す
る
こ
と
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な
く
入
国
警
備
官
に
引
き
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
人
　
　
0
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
　
　
す
制
度
を
設
け
て
じ
翠
し

た
が
っ
て
、
検
挙
件
数
の
減
少
が
発
生
事
犯
の
減
少
と
直
結
し
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
入
管
法
六
五
条
に
よ
る
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

き
渡
し
の
人
員
及
び
検
挙
人
員
を
合
計
し
た
総
数
自
体
も
、
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
図
1
8
）
。

　
ま
た
、
総
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
入
管
法
六
五
条
の
適
用
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
我
が
国
で
の
刑
事
司
法

に
お
い
て
処
理
す
る
負
担
を
減
じ
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
退
去
強
制
を
図
ろ
う
と
す
る
、
平
成
一
六
年
の
入
管
法
改
正
の
影
響
が
現

れ
て
い
る
（
後
述
四
2
）
。

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
五
九
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@
蹴
造
盗
人
　
　
　
　
　
2
刑
法
犯
に
お
け
る
奮
外
国
人
犯
罪
の
特
色

創
）
…
　
　
…
偽
強
殺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
巳
巳
　
一
』

％
0
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
5

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

6
　
　
　
　
（
1
）
升
法
葛
・
き
罪
類
型
ー
よ
る
特
色

㎜
　
　
　
　
刑
法
犯
に
つ
い
て
は
、
来
日
外
国
人
が
犯
す
割

脳2
　
　
合
の
高
い
犯
罪
は
特
定
さ
れ
て
い
る
。
全
刑
法
犯

0220

@
　
の
検
挙
人
員
と
来
日
外
国
人
の
検
挙
人
員
を
比
較

　oo

@
　
す
る
と
、
そ
の
約
二
％
前
後
が
来
日
外
国
人
で
あ

298

@
　
る
が
（
図
1
9
－
1
参
照
）
、
こ
の
数
字
は
一
九
九

19

6
　
　
0
年
代
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
い
。
こ
れ
に
対

欄
　
　
　
し
、
特
に
来
日
外
国
人
の
検
挙
人
員
が
多
い
の
が

脳－
　
　
偽
造
罪
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
の
検
挙
人
員
で
も

92

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

伯
　
　
一
八
・
六
％
に
上
っ
て
い
る
。

0
　
　
　
　
さ
ら
に
、
凶
悪
犯
と
い
わ
れ
る
殺
人
罪
、
強
盗

罪
の
割
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
六
年
の
数
字
で
強
盗
罪
が
六
・
五
％
、
殺
人
罪
が
三
・
四
％
で
あ
り
、
高
い
割
合
を
示
す
（
図
D
l

l
参
照
）
。

　
凶
悪
犯
以
外
で
検
挙
人
員
の
割
合
が
高
い
の
は
、
賭
博
罪
で
あ
る
。
賭
博
罪
は
年
に
よ
り
検
挙
人
員
の
変
動
が
激
し
い
が
、
二
〇
〇

五
（
平
成
一
七
）
年
で
三
・
二
％
を
占
め
る
。
そ
れ
に
対
し
、
粗
暴
犯
（
暴
行
罪
、
傷
害
罪
）
の
割
合
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
刑
法
犯
全
体
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
（
図
1
9
1
2
参
照
）
。



羅
詰
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ー
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1
丁
㌧
　
…
　
　
…
念
螺
　
…

醐
　
％
　
　
…
　
　
…
丸
♂
一
　
⑭
妥
己
“
…

　
　
　
　
　
（
2
）
刑
法
犯
・
国
籍
別
の
特
色

脳
　
　
　
二
〇
〇
六
年
の
来
日
外
国
人
刑
法
犯

　

2
　
　
　
は
、
検
挙
件
数
が
総
計
で
四
〇
、
一
二
八

〇〇

2
　
　
　
件
、
検
挙
人
員
が
総
計
で
一
入
、
八
七
二

む

㎜
　
　
　
人
で
あ
る
。
こ
れ
を
国
籍
・
地
域
別
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

98

@
　
　
合
で
示
し
た
の
が
図
2
0
で
あ
る
。

伯　
　
　
　
も
っ
と
も
、
在
留
す
る
人
数
が
多
い
国

9619

@
　
　
ほ
ど
、
当
然
検
挙
人
員
も
多
い
は
ず
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

皿
　
　
　
る
か
ら
、
外
国
人
登
録
者
数
に
対
す
る
割

2
　
　
　
合
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
1
）
。

99

1
　
　
　
日
本
人
の
総
人
口
こ
対
す
る
日
本
人
の
検

　
　
　
挙
人
員
は
約
○
・
二
九
％
（
二
〇
〇
五

年
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
検
挙
人
員
数
上
位
国
の
中
で
最
も
高
い
の
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
二
・
七
％
、
次
い
で
ベ
ト
ナ
ム
の
二
・
二
％
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
検
挙
人
員
数
で
は
全
体
の
四
二
・
四
％
と
非
常
に
高
い
中
国
は
、
外
国
人
登
録
者
数
の
○
・
六
二
％
に
と
ど
ま

る
。　

図
2
1
は
あ
く
ま
で
「
外
国
人
登
録
者
数
」
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
不
法
残
留
・
不
法
滞
在
者
数
は
含
ま
れ
な
い
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ト
ル
コ
が
突
出
し
て
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
籍
の
外
国
人
登
録
者
数
は

二
、
九
九
一
名
（
た
だ
し
二
〇
〇
四
年
）
、
ト
ル
コ
国
籍
に
つ
い
て
は
二
、
二
六
四
名
（
二
〇
〇
六
年
）
に
過
ぎ
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
国
籍

　
　
　
来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
六
一
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図
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鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

口

も
二
入
、
九
三
二
名
（
た
だ
し
二
〇
〇
五
年
）
に
と
ど
ま
る
。
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

計
的
に
も
他
の
諸
国
（
例
え
ば
中
国
は
登
録
者
数
が
五
六
万
人
、
　
　
　
　
　
　
帽
ル
旧
ロ
鯉
⇔
払
碗
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ト
ン
　
リ
ト
そ

韓
国
・
朝
鮮
は
六
〇
万
に
上
る
）
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
　
叩
　
　
力
べ

し
い
。
た
だ
、
逆
に
、
こ
の
数
字
か
ら
、
検
挙
の
割
合
が
高
い
諸

国
は
、
不
法
滞
在
・
残
留
の
者
が
非
常
に
多
く
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
国
に
よ
り
、
検
挙
さ
れ
る
犯
罪
類
型
に
特
色
が
あ
る
。
強
盗
罪
は
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
、
侵
入
盗
は
、
中
国
．
コ
ロ
ン
ビ
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@
　
　
　
0
ナ
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
2
　
　
ぺ
韓
ー
　
　
　
ン
3
　
　
　
　
　
　
な
し
力
　
薬
物
事
Z
に

　
　
　
来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
六
三

ア
、
ま
た
、
自
動
車
等
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
グ
ア
イ
、
支
払
用
カ
ー
ド
偽
造
は
中
国
に
多
い
（
図
2
2
1
1
～
4
）
。
中
国
は
在
留
者
数

も
多
く
、
検
挙
率
も
来
人
外
国
人
全
体
の
平
均
よ
り
は
高
い
こ
と
か
ら
、
各
犯
罪
類
型
で
多
く
の
検
挙
件
数
を
占
め
る
の
は
当
然
と
い

え
る
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
に
、
検
挙
率
が
全
体
の
平
均
程
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
強
盗
や
自
動
車
盗
が
多
い
国

に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
者
に
特
に
自
動
車
盗
が
目
立
つ
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
入
国
者
が
自
動
車
の
部
品
工
場
や
修
理
工
場
に
就
職
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
∀

場
合
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
者
は
、
愛
知
、
静
岡
等
の
自
動
車
産
業
が
盛
ん
な
地
域
に
居
住
す
る
割
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

非
常
に
高
く
、
自
動
車
産
業
に
関
わ
っ
て
定
住
し
て
い
る
者
が
多
い
。
こ
れ
も
、
入
管
法
の
改
正
に
よ
り
定
住
者
と
し
て
の
入
国
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
さ
れ
（
前
述
二
2
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
に

ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

馴
　
㌣
　
　
　
　
　
醐
物
　
　
　
隠
　
　
就
≦
と
が
可
能
で
あ
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@
　
　
　
　
　
リ
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ

図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

に
よ
る
特
色
が
あ
る
。
薬
物
事
犯
、
特
に
覚
せ
い
剤
事
犯
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ン
国
籍
の
検
挙
者
が
多
い
時
期
が
あ
り
、
一
九
九
七

（
平
成
九
）
年
に
は
、
来
日
外
国
人
の
薬
物
事
犯
検
挙
人
員
総
数
（
八
七
三
人
）
の
実
に
三
七
・
六
％
（
三
二
八
人
）
が
イ
ラ
ン
国
籍

の
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
で
は
、
検
挙
人
員
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
者
が
占
め
る
に

至
っ
て
い
る
。

3
　
在
留
資
格
に
よ
る
特
色



　
（
1
）
在
留
資
格
の
有
無
と
罪
種
別
検
挙
人
員

　
特
別
刑
法
犯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
不
法
残
留
等
の
入
管
法
違
反
事
犯
で
あ
り
、
当
然
に
在
留
資
格
が
な
い
場
合
に
該
当
す

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
特
別
刑
法
犯
を
除
い
た
刑
法
犯
の
検
挙
状
況
に
つ
い
て
、
在
留
資
格
の
有
無
及
び
種
類
に
よ
る
相
違
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
図
2
4
は
、
在
留
資
格
の
有
無
と
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
刑
法
犯
全
体
で
は
、
正
規
滞
在
の
者
の
検
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
合
が
八
六
・
八
％
、
不
法
滞
在
者
の
割
合
は
一
三
・
二
％
に
と
ど
ま
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
に
対
し
、
特
に
殺
人
罪
、
強
盗
罪
と
い
っ
た
凶
悪
犯
罪
の
検
挙
人
員
で
不
法

）
竃
帽
三
㌫
　
　
警
の
占
め
藝
が
山
《
殺
人
で
三
ハ
三
：
盗
で
三
八
％
に
上

捌
　
　
ア
　
　
　
　
フ
　
　
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
特
に
侵
入
強
盗
で
は
不
正
滞
在
者
の
割
合
が
五
八
・
二
％
と
過
半
数
を
占

地
團
麗
圏
騒
㎜
自
羅
■
　
　
　
め
る
・
ま
た
・
知
能
犯
に
は
盤
罪
等
が
含
ま
れ
る
が
・
、
」
れ
も
不
藩
薯

籍個況状挙検吐鶉物薬23図

　

㎜
　
　
　
が
占
め
る
割
合
が
高
い
（
四
一
．
六
％
）
。

　

㎜
　
　
　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
に
来
日
外
国
人
犯
罪
の
凶
悪
犯
を
抑
止
す
る
た
め
に

　

卿
　
　
　
は
、
い
か
に
不
法
滞
在
者
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る

03
@
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

20

@
　
　
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
特
に
来
日
外
国
人
の
検
挙
件
数
の
多
い
偽
造
罪
（
図
1
9

0220

@
　
　
1
1
）
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
不
法
滞
在
者
の
減
少
が
必
須
で
あ
る
こ

0120

@
　
　
と
が
判
る
。

oo20

@
　
　
　
　
（
2
）
在
留
資
格
の
種
類
に
よ
る
特
色

oo

l
　
o
o
　
　
o
o
　
　
o
o
　
　
o
o
　
　
o

10

@
　
8
　
　
6
　
　
4
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
も
、
凶
悪
犯
に
つ
い
て
も
、
数
の
上
で
は
正
規
滞
在
者
の
方
が
検
挙

　
　
来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
六
五
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六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
員
は
多
い
。
ま
た
、
不
法

一
　
S
“
該
や
　
∨
慈

一

一

‘

’

一

曽

一

　
末
　
　
検

　
　
　
　
ロ

％
翻
　
斑

60

ﾝ
　
　
汗
ー

　
滞
　
　
　
‖
年

　
瑚
　
棚
㊥

朝
口
　
　
留

　
　
　
　
在

％
　
　
　
　
鮪

20

@
　
　
　
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

規
　
留
正
　
残
　
　
　
　
’
　
　
一

■
瞬
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眺
　
　
　
　
　
　
1
0
　
8
　
6
　
4
　
2
　
　
　
　
　
　
し
た
者
の
方
が
、
よ
り
多
く

　
　
　
人
盗
火
姦
犯
盗
犯
犯
体

　
　
　
殺
強
放
強
糠
窃
艦
縮
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
を
犯
す
訳
で
は
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
我
が
国
で
服
役
中

の
来
日
外
国
人
犯
罪
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
正
規
旅
券
で
入
国
し
た
者
が
八
〇
％
、
偽
造
旅
券
が
一
六
％
と
な
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

り
、
「
大
半
が
正
々
堂
々
と
正
規
旅
券
で
入
国
し
て
い
る
。
」
の
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
短
期
滞
在
の
他
、
留
学
、
就
学
、
研
修
の
在
留
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
も
相
当
数
の
検
挙
人
員
が
あ
る
こ
と
は
無

視
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
初
は
留
学
・
就
学
・
研
修
の
意
欲
を
持
っ
て
入
国
す
る
場
合
が
大
多
数
で
あ
ろ
う
が
、
入
国
後
に
何
ら

舗
　
　
　
在
留
資
格
を
取
得
し
て
入
国

　
　
　
　
し
、
そ
の
後
在
留
資
格
を
有

学留
　
　
　
　
し
た
ま
ま
犯
罪
を
犯
す
者
、

在
　
　
　
　
　
　
　
、

期
短
　
　
　
　
に
犯
罪
を
犯
す
者
が
数
と
し

斯
　
　
　
て
は
多
い
こ
と
に
な
る
。
必

　
　
　
　
ず
し
も
、
不
法
入
国
・
上
陸

■



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

か
の
事
情
で
犯
罪
を
犯
す
に
至
る
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
も
と
も
と
就
労
目
的
等
バ
本
来
の
在
留
資
格
と
は
異
な
る
目
的
で
の
入
国
者
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

少
な
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
、
研
修
生
の
受
入
れ
拡
大
を
政
策
と
す
る
以
上
、
そ
の
た
め
の
受
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
厳
格
な
入
国
審
査
も
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
研
修
生
・
技
能
実
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

生
は
、
失
踪
事
件
が
相
当
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
制
度
を
よ
り
慎
重
に
運
用
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。

（
1
）
　
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
（
平
成
一
九
年
上
半
期
）
』
に
よ
る
。

（
2
）
　
警
察
庁
・
前
掲
注
（
1
）
に
よ
る
。

（
3
）
　
「
不
法
在
留
」
と
は
、
密
入
国
や
偽
造
旅
券
に
よ
る
入
国
、
あ
る
い
は
真
正
旅
券
で
あ
っ
て
も
入
国
審
査
を
受
け
な
い
で
不
法
に
入
国
・
上

　
　
陸
し
、
引
き
続
き
在
留
す
る
者
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
、
「
不
法
残
留
」
は
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
で
、
与
え
ら
れ
た
在
留
期
間
を
経
過

　
　
し
た
後
も
、
更
新
を
行
わ
ず
に
不
法
に
残
留
し
て
い
る
者
を
指
す
。

（
4
）
　
入
管
法
六
五
条
は
、
刑
事
訴
訟
法
二
〇
三
条
一
項
の
例
外
規
定
を
定
め
、
「
司
法
警
察
員
は
、
第
七
〇
条
の
罪
に
係
る
被
疑
者
を
逮
捕
し
若

　
　
し
く
は
受
け
取
り
、
又
は
こ
れ
ら
の
罪
に
係
る
現
行
犯
人
を
受
け
取
つ
た
場
合
に
は
、
収
容
令
書
が
発
布
さ
れ
、
且
つ
、
そ
の
者
が
他
に
罪

　
　
を
犯
し
た
嫌
疑
の
な
い
時
に
限
り
」
、
警
察
官
に
送
致
せ
ず
に
、
当
該
被
疑
者
を
入
国
警
備
官
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
入

　
　
管
法
七
〇
条
の
罪
と
は
、
不
法
入
国
や
不
法
残
留
等
を
指
す
。

（
5
）
　
警
察
庁
・
前
掲
注
（
1
）
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

（
6
）
　
一
九
九
〇
年
代
の
状
況
に
つ
い
て
、
前
田
雅
英
「
外
国
人
犯
罪
の
変
化
と
入
管
業
務
」
民
事
研
修
四
五
四
号
（
一
九
九
五
年
）
一
九
～
二

　
　
〇
頁
参
照
。

（
7
）
　
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
（
平
成
一
九
年
上
半
期
）
』
に
よ
る
。
な
お
、
中
国
に
、
台
湾
・
香
港
は
含
ま
な
い
。
一
九
九
〇

　
　
年
代
の
状
況
に
つ
い
て
、
前
田
雅
英
「
外
国
人
犯
罪
雑
感
－
来
日
外
国
人
を
中
心
に
」
研
修
五
四
五
号
（
一
九
九
三
年
）
一
〇
～
一
一
頁
。

（
8
）
外
国
人
登
録
し
て
い
る
者
に
限
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
当
然
、
外
国
人
登
録
の
必
要
の
な
い
短
期
滞
在
者
等
は
含
ま
れ
ず
、
ま
た
不
法
残

　
　
留
・
在
留
し
て
い
る
者
も
含
ま
れ
な
い
た
め
、
「
来
日
外
国
人
」
の
数
と
は
異
な
る
。
あ
く
ま
で
も
一
応
の
目
安
で
あ
る
。
な
お
、
コ
ロ
ン
ビ

　
　
ア
の
登
録
者
数
は
二
〇
〇
四
年
の
も
の
、
ベ
ト
ナ
ム
の
登
録
者
数
は
二
〇
〇
五
年
の
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
　
岩
男
寿
美
子
『
外
国
人
犯
罪
者
』
（
二
〇
〇
七
年
）
七
七
頁
。

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
－
二
）
　
　
六
七



六
八

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
平
成
一
五
年
末
時
点
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
外
国
人
登
録
者
数
は
総
数
が
二
七
四
、
七
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
居
住
地
域
と
し
て
特
に
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
、
愛
知
県
（
二
一
％
）
、
静
岡
県
（
一
五
％
）
、
長
野
県
（
七
％
）
、
三
重
県
、
岐
阜
県
、
群
馬
県
（
各
六
％
）
で
あ
る
（
経
済
産
業
省

－
，
　
　
　
　
　
　
　
「
外
国
人
労
働
者
問
題
」
（
平
成
一
七
年
一
〇
月
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
（
H
）
　
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
（
平
成
一
八
年
）
』
に
よ
り
作
成
。
粗
暴
犯
は
暴
行
・
傷
害
罪
を
指
し
、
知
能
犯
は
偽
造
罪
・
詐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺
罪
等
、
風
俗
犯
は
公
然
わ
い
せ
つ
、
わ
い
せ
つ
物
頒
布
罪
等
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
黒
川
浩
一
「
来
日
外
国
人
犯
罪
対
策
」
小
野
正
博
編
著
『
警
察
政
策
論
』
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
八
頁
、
さ
ら
に
、
拙
稿
「
外
国
人
犯
罪
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
法
理
論
」
刑
政
一
〇
七
巻
六
号
（
一
九
九
六
年
）
四
七
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
二
〇
〇
六
年
に
凶
悪
犯
（
殺
人
・
強
盗
・
放
火
・
強
姦
）
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
者
は
、
正
規
滞
在
者
二
〇
二
名
、
不
法
滞
在
者
九
五
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
最
も
多
い
の
が
正
規
滞
在
者
で
あ
る
「
定
住
者
」
の
在
留
資
格
を
有
す
る
者
で
、
凶
悪
犯
検
挙
人
員
総
数
二
九
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
内
、
七
七
人
（
二
五
・
九
％
）
を
占
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
岩
男
寿
美
子
『
来
日
外
国
人
犯
罪
者
』
（
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
金
銭
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
犯
罪
を
犯
す
例
に
つ
い
て
、
森
田
靖
郎
『
中
国
人
犯
罪
グ
ル
ー
プ
』
（
二
〇
〇
四
年
）
一
六
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
前
掲
二
2
②
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
前
掲
二
注
（
2
7
）
参
照
。
二
〇
〇
六
年
に
は
一
、
一
七
八
人
が
失
踪
し
て
お
り
、
そ
の
七
一
・
四
％
が
中
国
か
ら
の
研
修
生
で
あ
る
。
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
察
庁
『
平
成
一
入
年
中
に
お
け
る
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
に
つ
い
て
』
参
照
。

四
　
平
成
一
六
年
入
管
法
改
正
と
そ
の
影
響

1
　
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
」
と
入
管
法
改
正

犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
は
、
平
成
一
五
年
一
二
月
に
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
第
3

に
、
「
国
境
越
え
る
脅
威
へ
の
対
応
」
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
「
2
不
法
入
国
・
不
法
滞
在
対
策
等
の
推
進
」
、
「
3
来
日
外
国
人
犯

罪
捜
査
の
強
化
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
「
不
法
入
国
・
不
法
滞
在
対
策
等
の
推
進
」
に
は
、
⑰
「
不
法
滞
在
外
国
人
を
減
少
さ
せ
る
た



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

め
の
法
整
備
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
法
務
省
入
国
管
理
局
、
東
京
入
国
管
理
局
、
東
京
都
、
警
視
庁
が
共
同
で
不
法
滞
在
者
対
策
に
関
す
る
連
絡
会
議

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
会
議
は
、
不
法
滞
在
者
二
五
万
人
の
約
半
数
が
集
中
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
東
京
に
お
い
て
、
今
後
五
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
こ
の
数
を
半
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
共
同
宣
言
を
発
表
し
た
。
共
同
宣
言
で
は
、
①
不
法
滞
在
者
の
摘
発
の
強
化
と
効
率
的
な
退

去
強
制
、
②
入
国
・
在
留
資
格
審
査
の
厳
格
化
、
③
不
法
滞
在
を
助
長
す
る
環
境
の
改
善
と
悪
質
事
案
の
徹
底
的
取
締
り
が
掲
げ
ら
れ

　
　
（
3
）

て
い
る
。

　
同
宣
言
は
、
「
留
学
・
就
学
、
研
修
、
興
行
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
の
資
格
で
入
国
す
る
者
の
中
に
は
、
在
留
資
格
は
名
目
の
み
で
、

．
当
初
か
ら
不
法
修
了
を
目
的
と
し
て
い
る
者
が
数
多
く
存
在
し
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
不
法
滞
在
者
は
、
そ
の
多
く
が
不
法
就

労
活
動
に
従
事
し
て
い
る
ほ
か
、
安
易
に
金
を
得
る
た
め
犯
罪
に
手
を
染
め
る
者
も
少
な
く
な
く
、
さ
ら
に
は
、
暴
力
団
等
と
結
託

し
、
あ
る
い
は
犯
罪
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
な
ど
し
て
、
凶
悪
犯
罪
に
関
与
す
る
者
も
増
加
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
＝
部
不
法

滞
在
者
の
存
在
が
、
多
発
す
る
外
国
人
組
織
犯
罪
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
徹
底
し
た
不
法
滞
在
者
問
題
の
解
決
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
こ
れ
ら
の
行
動
計
画
、
共
同
宣
言
を
受
け
て
な
さ
れ
た
の
が
、
平
成
一
六
年
の
入
管
法
改
正
で
あ
る
。

2
　
不
法
滞
在
者
対
策
と
し
て
の
法
改
正

平
成
一
六
年
入
管
法
改
正
は
、
不
法
滞
在
者
、
特
に
不
法
残
留
者
が
、
凶
悪
犯
の
検
挙
人
員
に
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
特

に
不
法
滞
在
者
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
眼
目
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
改
正
に
は
、
①
不
法
入
国
の
罪
等
の
罰
金
の
引
上
げ
、
②
悪
質
な
不
法
滞
在
者
に
対
す
る
上
陸
拒
否
期
間
を
一
〇
年
間
に
伸

　
　
　
来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
六
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

長
、
③
出
国
命
令
制
度
の
創
設
と
、
出
国
命
令
を
受
け
た
者
の
上
陸
拒
否
期
間
を
一
年
間
に
短
縮
、
④
在
留
資
格
取
消
制
度
の
創
設
な

　
　
　
　
　
　
（
5
）

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
ず
、
①
罰
金
刑
の
引
上
げ
は
、
不
法
入
国
の
罪
（
入
管
法
二
四
条
一
号
）
、
不
法
上
陸
の
罪
（
同
条
二
号
）
、
不
法
残
留
の
罪
（
同

条
四
号
ロ
、
六
号
、
七
号
等
）
、
資
格
外
活
動
の
罪
（
同
条
四
号
イ
）
の
罰
金
を
三
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
万
円
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ

た
（
同
法
七
〇
条
）
。
ま
た
、
不
法
就
労
助
長
罪
（
入
管
法
七
〇
条
の
二
）
の
罰
金
を
二
〇
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
万
円
へ
と
引
き
上
げ
、

さ
ら
に
無
許
可
資
格
外
活
動
の
罪
に
つ
い
て
も
、
二
〇
万
円
か
ら
一
挙
に
二
〇
〇
万
円
へ
と
引
き
上
げ
た
。

　
②
不
法
滞
在
者
に
対
す
る
上
陸
拒
否
期
間
の
改
正
は
、
従
来
、
過
去
に
退
去
強
制
歴
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
上
陸
拒
否
期
間
が
五

年
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
特
に
悪
質
な
場
合
（
二
回
以
上
退
去
強
制
さ
れ
た
者
）
に
つ
い
て
、
こ
の
期
間
を
一
〇
年
に
延
ば
す
改
正

で
あ
る
（
入
管
法
五
条
一
項
九
号
）
。

　
③
出
国
命
令
制
度
と
は
、
一
定
の
要
件
の
下
に
、
不
法
残
留
者
等
の
退
去
強
制
事
由
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
、
退
去
強
制
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

く
、
出
国
に
よ
る
放
免
を
認
め
る
制
度
で
、
不
法
残
留
者
の
減
少
を
図
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
。
従
来
は
、
退
去
強
制
事
由
に
当
た
る

者
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
退
去
強
制
手
続
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
在
留
資
格
を
有
し
て
い
た
者
で
在
留
期
間
を
経
過
し
て
残
留

す
る
者
等
に
つ
い
て
は
、
自
ら
入
国
管
理
官
署
に
出
頭
す
る
な
ど
の
要
件
を
充
た
し
た
場
合
、
退
去
強
制
手
続
で
は
な
く
出
国
命
令
に

よ
り
出
国
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
退
去
強
制
に
よ
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
少
な
く
と
も
五
年
間
は
我
が
国
に
入
国
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
が
、
出
国
命
令
に
よ
る
場
合
に
は
、
上
陸
拒
否
期
間
は
一
年
に
短
縮
さ
れ
る
。
②
と
③
は
、
悪
質
な
不
法
残
留
者

に
は
重
い
処
分
を
課
し
、
自
ら
出
頭
し
た
不
法
残
留
者
に
は
軽
い
処
分
を
課
す
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
④
の
在
留
資
格
取
消
し
制
度
と
は
、
虚
偽
の
申
立
て
や
偽
変
造
し
た
文
書
を
提
出
し
て
上
陸
し
、
ま
た
は
在
留
許
可
を
得
た
り
、
付

与
さ
れ
た
在
留
資
格
に
属
す
る
活
動
を
行
わ
ず
、
他
の
在
留
目
的
で
在
留
を
続
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
法
務
大
臣
が
法
務
省
令



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
、

に
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
在
留
資
格
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
（
入
管
法
二
二
条
の
四
）
。

　
こ
の
改
正
の
効
果
は
、
改
正
直
後
か
ら
、
不
法
残
留
者
の
減
少
、
退
去
強
制
者
の
増
加
と
い
う
形
で
現
れ
た
。
不
法
残
留
者
は
一
九

九
三
（
平
成
五
）
年
の
二
九
八
、
六
四
六
人
が
最
も
多
く
、
そ
の
後
減
少
を
続
け
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
五
）
年
か
ら
二
〇

〇
五
（
平
成
一
六
）
年
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
（
平
成
一
七
）
に
か
け
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
、
一
一
九
人
減
、
＝
二
、
五
五
四
人
減

と
、
二
年
続
け
て
一
万
人
以
上
の
減
少
が
見
ら
れ
、
減
少
幅
が
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
（
図
2
6
）
。
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
在
留
資
格
別
の
不
法
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
留
者
数
を
見
る
と
、
二
〇
〇
六
年
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の
総
数
一
九
三
、
七
四
五
人
の
う
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者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
2
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
一
三
四
、
三
七
四
人
で
あ
り
、

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

E・

}
園
口
　
全
体
の
約
七
割
を
占
め
三
墨

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

|－

竍
f
イ
参
照
）
．
た
だ
二
・
・
五
年
か

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　
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ｫ
㌫
タ
ら
三
。
六
年
に
か
け
て
の
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
力
　
　
二
二
％
、
盃
学
L
が
一
四
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
払
ジ
ビ
　
一
％
と
・
着
実
に
減
少
七
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0
　
そ
　
ト
　
リ
　
ペ

㎜
　
　
　
㎜
　
　
　
㎜
　
　
　
圏
購
睡
菖
　
六
・
七
％
、
「
研
修
」
は
七
％
と
、

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
七
一



七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
幅
が
小
さ
い
（
図
2
8
参
照
）
。
「
興
行
」

　
　
　
　
　
也
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ク
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
し
ば
、
ホ
ス
テ
ス
な
ど
の
資
格
外
活
動
が
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
就
学
生
も
就
労
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
　
よ
り
問
題
の
あ
る
「
興
行
」
、
「
就
学
」
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
　
　
た
在
留
資
格
が
、
よ
り
大
き
な
減
少
幅
を
示
し

図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
人
㎜
　
　
㎜
　
　
㎜
　
　
㎜
　
て
い
る
事
実
は
、
法
改
正
が
効
果
的
に
働
い
て

　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

芯
ぶ
○
い
○
ぶ
“

］

×
○
ぶ
ぶ
＼
×
い
“
○
、

○
芯
○
≡
芯
賦
≡
“

○
こ
○
ぶ
芯
×
○

ぶ
ミ
÷
§
ミ
　
　
　
　
∴
、
「

ぶ
ミ
ぶ
ぶ
・

べ
い
“
ぶ

“
○
ぶ
、
賦
○
×

3
　
不
法
滞
在
者
の
減
少
と
刑
法
犯
の
減
少

　
前
述
（
三
3
（
1
）
）
の
よ
う
に
、
来
日
外
国
人
刑
法
犯
の
検
挙
件
数
に
お
い
て
、
特
に
不
法
滞
在
者
の
割
合
が
高
い
犯
罪
類
型
が
、

殺
人
罪
（
二
六
．
二
％
）
、
強
盗
罪
（
三
八
％
、
特
に
侵
入
強
盗
罪
で
は
五
入
・
二
％
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
偽
造
罪
を
含
む
知
能
犯
も
、

不
法
滞
在
者
の
検
挙
が
四
一
・
六
％
に
上
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
以
降
、
特
に
強
盗
罪
（
侵
入
強
盗
罪
を
含
む
）
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
（
図
2
9
参
照
）
。

そ
し
て
、
来
日
外
国
人
の
刑
法
犯
検
挙
件
数
全
体
の
約
八
五
％
を
占
め
る
窃
盗
罪
に
つ
い
て
も
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
か
ら
減

　
　
　
　
（
1
0
）

少
に
転
じ
た
。
さ
ら
に
、
特
に
不
法
滞
在
者
が
占
め
る
割
合
の
高
い
偽
造
罪
に
つ
い
て
も
、
平
成
一
六
年
以
降
急
激
に
減
少
し
て
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ヨ
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（
窃
盗
は
百
件
）

境
・　

平
成
一
六
年
入
管
法
改
正
に
よ
り
、
不
法
滞
在
者
ぼ
着
実
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
来
日
外
国
人
刑
法
犯
の
中
で
も
、
特
に
不
法
滞
在

者
の
検
挙
件
数
の
多
い
こ
れ
ら
の
犯
罪
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
法
滞
在
者
の
減
少
が
犯
罪
の
減
少
と
し
て
現
れ
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。

　
　
　
来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
入
－
二
）
　
　
七
三

一
　
　
　
　
　
熟
甘
N

…
　
’
　
懸
隷
叢
謹
違
謹

講

　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
熟
憲
簗
尺
簗
蕊
経
憲
違

　
〉
三
醗
’
　
党
灘
、



七
四

（
1
）
　
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
」
（
平
成
一
五
年
一
二
月
）
二
二
頁
。

（
2
）
「
首
都
東
京
に
お
け
る
不
法
滞
在
外
国
人
対
策
の
強
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
七
日
、

　
　
宮
9
＼
＼
司
弍
≦
目
㌶
o
q
。
曽
＼
勺
戸
国
゜
。
Q
り
＼
O
ω
」
巳
刈
－
」
香
宮
旦
）
。

（
3
）
　
法
務
省
入
局
管
理
局
『
出
入
国
管
理
平
成
一
七
年
版
』
一
二
二
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
　
平
成
一
六
年
六
月
二
日
成
立
、
同
年
一
二
月
二
日
に
施
行
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
施
行
日
は
出
入
国
管
理
に
関
す
る
改
正
部
分
）
。

（
5
）
　
こ
の
他
、
難
民
に
つ
い
て
、
①
仮
滞
在
許
可
制
度
の
創
設
、
②
難
民
と
し
て
認
定
さ
れ
た
者
の
法
的
地
位
の
安
定
化
、
③
不
服
申
立
制
度

　
　
の
見
直
し
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

（
6
）
　
手
塚
和
彰
『
外
国
人
と
法
（
第
三
版
）
』
（
二
〇
〇
七
年
）
九
一
頁
参
照
。

（
7
）
　
手
塚
・
前
掲
注
（
6
）
入
七
頁
参
照
。

（
8
）
　
前
述
二
注
（
1
6
）
参
照
。

（
9
）
　
経
済
産
業
省
「
外
国
人
労
働
者
問
題
」
（
平
成
一
七
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
1
0
）
　
特
に
車
上
狙
い
及
び
自
動
販
売
機
狙
い
が
減
少
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の
検
挙
状
況
（
平
成
一
八
年
）
』
参

　
　
照
。

（
H
）
　
た
だ
し
、
平
成
一
九
年
上
半
期
の
統
計
で
は
、
前
年
同
期
と
比
べ
若
干
で
は
あ
る
が
増
加
傾
向
に
あ
る
（
警
察
庁
『
来
日
外
国
人
犯
罪
の

　
検
挙
状
況
（
平
成
一
九
年
上
半
期
）
』
参
照
。

五
　
ま
と
め
に
か
え
て
　
　
　
　
”

　
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
来
日
外
国
人
犯
罪
の
急
増
は
、
日
系
人
の
入
国
の
大
幅
な
緩
和
、
並
び
に
日
本
と
ア
ジ
ア
・
南
米
諸
国
と
の

経
済
格
差
に
よ
り
大
量
の
就
労
希
望
外
国
人
が
流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
人
口
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
（
前
掲
二
2
ω
）
。
そ
れ
に
伴
い
、
不
法
滞
在
者
が
増
加
し
、
入
管
法
違
反
事
件
が
多
数
発
生
し
た
の
み
な
ら
ず
、
刑
法
犯
も
増
加

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
た
（
前
掲
三
2
）
。



　
そ
れ
に
対
し
、
近
年
の
外
国
人
犯
罪
の
減
少
は
、
特
別
刑
法
違
反
と
し
て
の
入
管
法
違
反
事
件
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
（
前
掲
三

1
）
に
加
え
、
凶
悪
犯
や
窃
盗
罪
さ
ら
に
偽
造
罪
と
い
っ
た
、
不
法
滞
在
者
に
よ
り
犯
さ
れ
る
割
合
の
高
い
犯
罪
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
（
前
掲
四
3
）
。
平
成
一
五
年
に
策
定
さ
れ
た
「
不
法
滞
在
者
半
減
」
の
目
標
（
「
首
都
東
京
に
お
け
る
不
法
滞
在
外
国
人
対

策
の
強
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
、
前
述
四
1
）
は
、
着
実
に
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
が
効
を
奏
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

能
に
し
た
の
は
、
平
成
一
六
年
の
入
管
法
改
正
を
は
じ
め
、
入
管
の
人
員
増
強
、
出
張
所
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
厳
格
な
入
管
政

策
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
。
来
日
外
国
人
犯
罪
は
、
入
管
政
策
の
変
化
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
刑
法
犯
検
挙
者
の
中
で
、
強
盗
の
六
割
、
殺
人
の
七
割
、
そ
し
て
全
体
で
も
八
割
以
上
の
者
が
、
い
わ
ゆ
る
正
規
滞
在
者
に

よ
り
占
め
ら
れ
て
い
る
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
「
定
住
者
」
、
「
永
住
者
の
親
族
等
」
と
い
っ
た
身
分
に
よ
り
在
住
す
る
来
日
外
国
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
ロ

　
湖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
少
年
の
割
合
は
極
め
て
高
く
、
全
体
で
約
二
六
％
の
者
が
不
就
学
者
で
あ
る
と

　
り

　
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
年
　
　
　
　
　
件
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
国
籍
の
子
女
に
は
、
義
務
教
育
へ
の
就
学
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い

　
翻
…
…
…
　
…
　
…
…
…
　
…
…
…
∵
撫
繊
撫
懸
藻
響
勲
議
…
麟

㎜
漂
　
　
傾
力
も
身
に
つ
か
ず
職
に
も
就
け
な
い
ま
ま
と
な
雛
少
年
事
件
が
多
発
す
る
の
は
当
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
成
り
行
き
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
ー
二
）
　
　
七
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
経
済
界
は
、
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
、
外
国
人
受
入
れ
の
促
進
を
提
言
し
、
特
に
中
小
企
業
に
お
い
て
は
単
純
労
働
者
受
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
が
就
職
を
希
望
し
な
い
職
種
に
つ
い
て
外
国
人
で
補
完
す
る
と
い
う
産
業
界
の
考
え
方

は
、
日
本
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
多
く
の
定
住
外
国
人
を
生
じ
さ
せ
、
ま
さ
に
日
本
に
溶
け
込
め
な
い
多
く
の
来

日
外
国
人
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
政
府
の
掲
げ
る
入
管
政
策
は
、
「
高
度
な
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
受
入
れ
と
、
単
純
労
働
者
の
制
限
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
で
も

堅
持
さ
れ
て
い
る
（
前
述
二
2
（
1
）
）
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
目
標
に
沿
っ
た
入
管
政
策
を
よ
り
徹
底
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
平
成
一
八
年
の
入
管
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
入
国
審
査
時
の
指
紋
採
取
及
び
写
真
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
実
施
な
ど
の
新
た
な
入
国
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
テ
ロ
対
策
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
厳
格
な
出
入
国
管
理
が
入
管

政
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
他
方
、
日
系
人
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
一
九
九
〇
年
の
入
管
法
改
正
に
よ
り
に
大
き
く
門
戸
を
開
き
、
現
に
多
数
の
日
系
外
国
人
が

我
が
国
に
在
住
す
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
十
分
な
対
応
は
急
務
で
あ
る
。
来
日
外
国
人
の
定
住
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

現
状
を
前
提
に
、
こ
れ
ら
の
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
語
教
育
や
、
職
業
訓
練
の
充
実
、
家
族
の
た
め
の
施

策
、
子
弟
の
教
育
も
重
点
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
の
来
日
少
年
犯
罪
が
極
め
て
高
い
確
率
で
発
生
し
て
い
る

こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
施
策
の
遅
れ
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
内
閣
府
が
平
成
一
九
年
九
月

に
取
り
ま
と
め
た
「
『
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
』
に
関
す
る
総
合
的
対
応
策
関
係
予
算
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
〇
年
度
の
概
算
要
求

額
と
し
て
総
額
二
九
・
六
億
円
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
内
・
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
と
し
て
二
三
゜
六
低
剛
）
・
こ
れ
は
前
年

比
三
・
七
倍
に
上
る
が
、
な
お
充
分
で
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
平
成
元
年
入
管
法
改
正
で
日
系
人
を
含
む
来
日
外
国
人
へ
の
門
戸
を
大
き
く
開
放
す
る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
以
上
、
子
弟
の
教
育



を
含
め
た
体
制
整
備
は
、
国
及
び
こ
れ
ら
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
産
業
界
の
重
大
な
責
務
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
1
）
　
本
稿
で
は
、
「
来
日
外
国
人
に
よ
る
」
犯
罪
の
状
況
を
取
り
上
げ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
在
住
者
が
増
加
す
る
に
伴
い
、
「
来
日
外
国

　
　
人
に
対
す
る
」
犯
罪
も
増
加
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
（
岡
田
薫
「
外
国
人
と
犯
罪
」
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
平
成
一
九
年
七
月
号
一
〇

　
　
頁
以
下
参
照
）
。
ま
た
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
来
日
外
国
人
の
中
に
は
、
組
織
的
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
多
額
の
借

　
　
金
を
負
っ
て
来
日
す
る
な
ど
、
結
果
的
に
犯
罪
組
織
の
被
害
者
と
な
る
者
も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
岩
男
寿
美
子
『
来
日
外

　
　
国
人
犯
罪
者
』
（
二
〇
〇
七
年
）
五
〇
頁
以
下
参
照
）
。

（
2
）
　
平
成
一
八
年
度
の
入
管
警
備
官
、
入
管
審
査
官
の
合
計
職
員
数
は
、
三
、
一
二
〇
人
で
あ
り
、
五
年
前
の
平
成
二
ご
年
度
の
二
、
五
六
五

　
　
人
と
比
べ
二
二
％
増
加
し
て
い
る
（
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
八
年
版
）
』
一
五
一
頁
。

（
3
）
　
平
成
一
五
年
に
は
、
歌
舞
伎
町
に
東
京
入
管
の
新
宿
出
張
所
が
設
置
さ
れ
、
入
管
法
違
反
容
疑
者
に
対
す
る
違
反
調
査
、
摘
発
の
強
化
を

　
　
図
る
な
ど
、
組
織
の
見
直
し
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」
（
平
成
一
七
年
）
一
九
頁
参
照
。
小
中
学

　
　
校
の
就
学
年
齢
の
外
国
人
登
録
者
数
の
半
数
以
上
が
未
就
学
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
珍
し
く
な
い
。
平
成
一
八
年
現
在
、
静
岡
県
磐
田
市
で

　
　
は
五
九
％
、
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
五
六
％
、
群
馬
県
大
泉
市
で
は
五
四
％
、
岐
阜
県
可
児
市
、
愛
知
県
西
尾
市
で
は
五
三
％
、
愛
知
県
岡
崎

　
　
市
、
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
で
は
五
一
％
が
不
就
学
と
な
っ
て
い
る
（
『
外
国
集
住
都
市
会
議
東
京
二
〇
〇
六
報
告
書
』
資
料
編
参
照
）
。

（
5
）
　
木
戸
純
「
ド
イ
ツ
の
外
国
人
問
題
」
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
平
成
一
八
年
一
一
月
号
五
九
頁
以
下
、
塩
原
良
和
「
日
本
の
外
国
人
政

　
　
策
の
現
状
と
課
題
」
三
和
総
研
S
R
I
C
レ
ポ
ー
ト
三
巻
四
号
（
一
九
九
八
年
）
六
五
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
　
外
国
人
労
働
者
は
、
将
来
的
に
本
国
で
生
活
す
る
こ
と
を
前
提
に
来
日
す
る
者
が
多
く
、
子
ど
も
に
は
、
帰
国
し
て
か
ら
教
育
を
受
け
さ

　
　
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

　
　
会
報
告
書
」
（
二
〇
〇
六
年
）
一
九
頁
参
照
。

（
7
）
　
日
本
経
団
連
「
外
国
人
受
入
れ
問
題
に
関
す
る
提
言
」
（
平
成
一
六
年
四
月
）
、
日
本
商
工
会
議
所
「
平
成
一
七
年
度
中
小
企
業
関
係
施
策

　
　
に
関
す
る
要
望
」
（
平
成
一
六
年
六
月
）
参
照
。

（
8
）
　
平
成
τ
八
年
入
管
法
改
正
で
は
、
①
上
陸
審
査
時
に
（
特
別
永
住
者
等
を
除
く
）
外
国
人
に
対
し
指
紋
等
の
個
人
識
別
情
報
の
提
供
を
義

　
　
務
づ
け
る
こ
と
、
②
テ
ロ
リ
ス
ト
の
入
国
等
の
規
制
の
た
め
の
退
去
強
制
事
由
の
整
備
、
③
本
法
に
入
る
船
舶
等
の
庁
に
乗
員
・
乗
客
に
関

　
　
す
る
事
前
報
告
の
義
務
づ
け
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
。
法
務
省
入
国
管
理
局
『
出
入
国
管
理
（
平
成
一
八
年
版
）
』
八
四
頁
以
下
参
照
。

来
日
外
国
人
犯
罪
と
入
管
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
八
－
二
）
　
　
七
七



七
八

（
9
）
　
総
務
省
『
多
文
化
共
生
の
推
進
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
』
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
参
照
。

（
1
0
）
内
閣
官
房
「
外
国
人
労
働
者
問
題
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
資
料
に
よ
る
（
宮
9
‥
＼
＼
司
≦
き
8
㊤
口
ρ
這
＼
』
o
＼
ω
①
一
乙
・
爵
⊆
＼
ひ
q
包
宮
ざ
冒
＼
）
。


